３　参考資料
　(1) 建物の概要

　　　　名　　称　　　神戸市立海外移住と文化の交流センター

　　　　所 在 地　　　神戸市中央区山本通３丁目19番８号

　　　　敷地面積　　　3,586.59㎡（実測値）

　　　　延床面積　　　4,052.97㎡

　　　　構　　造　　　本館：鉄筋コンクリート造、地上４階（一部５階）建て

　　　　　　　　　　　別館：鉄筋コンクリート造、地上１階建て

　　　　開館時間　　　午前９時から午後10時まで

　　　　　　　　　　　※「希望と未知への船出の広場」は午前10時から午後５時まで

　　　　休 館 日　　　毎週月曜日、年末年始（12/29～1/3）

　(2) 旧神戸移住センターの歴史

明治41年（1908年）　神戸港より「笠戸丸」がブラジルへ向けて出港

　　　　　　　　　　　　（日本人のブラジル移住の開始）
昭和 ３年（1928年）　国立移民収容所として開設（後の神戸移住センターの誕生）
昭和 ７年（1932年）　神戸移住教養所と改称

昭和16年（1941年）　神戸移住教養所を戦時閉鎖
※戦時中は短期高等海員養成所などとしても使用された。
昭和27年（1952年）　神戸移住斡旋所と改称して再開

昭和39年（1964年）　神戸移住センターと改称
昭和46年（1971年）　神戸移住センター閉鎖、土地・建物を神戸市が買い取る。
昭和47年（1972年）　神戸市立高等看護学院開校

一部は神戸市医師会准看護婦学校として利用
昭和58年（1983年）　神戸市立高等看護学院閉鎖
平成 ６年（1994年）　神戸市医師会准看護婦学校が西区に移転し、建物閉鎖

平成 ７年（1995年）　阪神・淡路大震災、神戸海洋気象台が一部使用

平成11年（1999年）　NPO法人｢芸術と計画会議（C.A.P.）｣が暫定利用を開始

平成14年（2002年）　本館１階に神戸移住資料室を開設し、常時開館する。
　　　　　　　　　　　　NPO法人「関西ブラジル人コミュニティCBK」が利用開始

平成20年（2008年）　日本人のブラジル移住100周年、神戸市長による保存･再整備工事の着工宣言の後、改修工事のために一時閉館
平成21年（2009年）　海外移住と文化の交流センター 開館
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